□茂木町ふるさと歴史フォーラム「歴史発見 茂木に生きた近江商人―島崎家の土蔵に伝わる文化遺産―」参加記

茨城史料ネットでは、2014年3月21日に「茂木町ふるさと歴史フォーラム　歴史発見　茂木に生きた近江商人―島崎家の土蔵に伝わる文化遺産―」を開催しました。
これは、先日配信したニュースレターNo.105でもお伝えしたように、栃木県茂木町で酒造業を営んでいた島﨑家における資料保全活動の成果を、地元の皆様に中間報告という形で紹介・説明するために企画したものです。
概要については、下記のURLをご確認ください。

茂木町ふるさと歴史フォーラム「歴史発見 茂木に生きた近江商人―島崎家の土蔵に伝わる文化遺産―」
URL：http://ibarakishiryou.web.fc2.com/shimazakike.jpg

このたび上記の企画について、滋賀大学経済学部教授である青柳周一氏から参加記をお寄せいただきました。ぜひご一読ください。
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□茂木町ふるさと歴史フォーラム「歴史発見 茂木に生きた近江商人―島崎家の土蔵に伝わる文化遺産―」参加記

　2014年3月21日、茂木町・茂木町教育委員会・茨城史料ネット主催の茂木町ふるさと歴史フォーラムに参加しました。私の職場である滋賀大学経済学部附属史料館は、近江商人史料の調査・研究を事業の柱としていますので、北関東へ進出した近江商人について現地調査を行ったことがあり、その際に島﨑泉治商店にもご挨拶にうかがいました。東日本大震災が発生したのは、それから7年ほど経ってのことです。2012年7月には茨城史料ネットを幹事として行われた島﨑家史料レスキューに参加したのですが、それ以降は茂木にうかがうことができていませんでした。島﨑家史料の整理と修復の進み具合も気になっていましたので、今回のフォーラムはまさに絶好の機会でした。
　当日は、まず「特別公開　のぞいてみよう島﨑家の蔵のなか―救い出された近江商人の古文書・絵画・民具―」を見学しました。島﨑家系図や当主の肖像画、また島﨑雲圃・小泉斐・僧華頂らの書画を貼り混ぜた屏風（絵の一枚に「洛応挙筆」と記されていました）などが目を引きましたが、個人的には島﨑泉治の妻が夫に宛てた明治24年の書状に興味を持ちました。そこには濃尾地震時の滋賀県下での様子が克明に記されており、滋賀と栃木を股に掛けて活躍した近江商人・島﨑家ならではの史料と言えます。
　この書状は、フォーラムでの須藤千裕さんの報告「茂木の文化遺産を守り伝えていく―島﨑家が受け継いできたもの―」でも「島﨑家研究の可能性」を物語る史料として取り上げられていましたが、逆に滋賀県下に残る近江商人関係史料には、進出先である関東や東北地方などの各地域や、それら地域に向かう道中での記録が数多く見られます。遠隔地間商人である近江商人の史料には、彼らが活動した複数にわたる地域の歴史的な情報が豊富に含まれているのです。本拠地であった滋賀県側と、進出先であった茂木など各地での史料の調査と公開、さらに相互の情報交換が進むならば、個々の地域を越えたダイナミックで幅広い歴史像を描くことが可能になるでしょう。こうした試みは、現在の地域同士での文化的な交流を活性化させようとする上でも意義があるのではないかと考えます。
　フォーラム本番では、まず100人を越える大勢の参加者が集まったことに驚かされました。茂木の方々の、自らの土地の歴史を学ぼうとする熱心な姿勢に敬服します。鈴木敦子さんの講演「江戸時代における北関東の近江商人―茂木町島﨑家の歴史―」では、ご自身の『近江日野の歴史　日野商人編』でのお仕事にも基づきながら、元禄年間に茂木に進出して以降の島﨑家の経営および社会活動について総合的な説明がなされました。講演中、近世には茂木本店以外の店々で純資産があまり伸びていなかったことが示されましたが、同様の状況は他の近江商人についても見られます。むしろ進出先にあって、現地の人々への融資や領主財政との関わりを深めたことなどから、さほど利益は上がらないまま店を存続させざるを得なかったケースも多かったようです。
　フォーラム冒頭での町長による「（島﨑家史料は）行政として守るべき史料である」という力強い挨拶や、参加者の方々による活発な質疑応答などを聞くことができて、地域に根ざした史料の保存・公開や歴史研究について考える上での貴重な体験となりました。
　改めて、今回のフォーラムを企画・実行した茨城史料ネットにお礼申し上げます。

追記
公民館で配布していた『るるぶ特別編集　茂木』には、茂木町は県内有数のそばの里であると記されています。そうした事前知識をまったく持たず、フォーラムの前に偶然入った茂木駅前の「そば広」の鴨汁そば、たしかに美味しかったです。
（文責　滋賀大学経済学部教授青柳周一）

---------------

青柳周一さま、どうもありがとうございました。

今後とも茨城史料ネットをご支援たまわりますよう、どうぞよろしくお願い致します。
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